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・「
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
未
来
の
た
め
に

～
希
望
と
教
育
～
」　

玄
田
有
史
さ
ん
記
念
講
演
よ
り
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22
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ

り
、
各
分
科
会
で
熱
心
に
討
議

さ
れ
た
。
こ
の
中
か
ら
各
分
科

会
で
選
出
さ
れ
た
リ
ポ
ー
ト

が
、
第
59
次
日
教
組
全
国
教
研

で
報
告
さ
れ
る
。（
別
項
掲
載
）

ま
た
、
総
合
教
育
研
究
財

団
・
こ
ど
も
教
育
支
援
財
団
と

の
共
催
に
よ
る
「
子
ど
も
の
育

ち
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
ど

も
を
育
む
―
そ
の
実
践
と
こ
れ

か
ら
の
課
題
―
」を
テ
ー
マ
に
、

Ⅰ
部 

実
践
報
告
、
Ⅱ
部
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ

な
わ
れ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

和
教
育
部
会
の
協
力
研
究
所
員

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
兵
庫

に
お
け
る
平
和
教
育
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
。
学
校
や
子

ど
も
・
地
域
の
現
状
を
鋭
く
見

つ
め
、
平
和
教
育
の
あ
り
方
の

提
言
や
指
導
助
言
を
お
こ
な
っ

て
き
た
。
今
後
も
兵
庫
に
お
け

る
平
和
教
育
の
研
究
活
動
を

リ
ー
ド
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

山
本
英
孝
さ
ん

（
加
東
市
）

中
学
校
教
員
時

代
か
ら
の
「
小
野

市
同
和
教
育
研
究

会
」
で
の
実
績
と

在
日
朝
鮮
人
の
子

ど
も
た
ち
を
中
核

に
据
え
た
学
級
づ

く
り
や
社
会
科
で

の
教
育
実
践
等
、

同
和
・
人
権
教
育

の
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
。
同

和
・
人
権
教
育
の

著
書
も
多
い
。「
加

兵
教
組
は
、
地
域
・
生
活
に

根
ざ
し
た
教
育
・
文
化
・
芸
術

の
創
造
・
発
展
を
願
い
、
１
９

８
０
年
に
「
兵
庫
県
教
職
員
組

合
文
化
賞
」
を
創
設
し
、
こ
れ

ま
で
29
回
（
個
人
１
１
１
人
・

団
体
32
件
）
の
表
彰
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。

教
育
文
化
賞

村
上
登
司
文
さ
ん
（
京
都
市
）

兵
庫
教
育
文
化
研
究
所
・
平

東
・
平
和
と
人
権
教
育
研
究
資

料
室
」「
坂
本
遼
文
学
資
料
館
」

を
自
宅
で
開
設
。
兵
庫
県
在
日

外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
副
会

長
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

社
会
文
化
賞

縄
厚
子
さ
ん
（
太
子
町
）

兵
教
組
栄
養
職
員
部
長
及
び

日
教
組
栄
養
職
員
部
長
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
「
安
心
・

安
全
な
学
校
給
食
」
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
。
兵
庫
教
育

文
化
研
究
所
の
食
・
環
境
教
育

部
会
の
協
力
研
究
所
員
と
し
て

「
食
育
」
を
推
進
。
学
校
厚
生

会
の
「
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
西
播
地
域
中
心
に
学
習

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
習
会
等
の
講

師
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

海
上
傘
踊
保
存
会（
新
温
泉
町
）

青
年
団
を
中
心
に
構
成
。
１

９
６
５
年
頃
か
ら
活
動
し
て
き

た
。
由
来
は
江
戸
時
代
よ
り
伝

わ
る
雨
乞
い
、
長
柄
の
絵
模
様

傘
に
大
小
２
４
０
個
余
り
の
鈴

を
つ
け
、
二
人
一
組
と
な
っ
て

勇
壮
活
発
に
踊
る
。
１
９
７
４

年
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ー
ス
カ
ー
ニ

バ
ル
、
１
９
９
８
年
中
国
海
南

省
建
国
10
周
年
記
念
行
事
、
２

０
０
６
年
中
国
広
東
省
国
際
観

光
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
国

内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
遠

征
。
地
元
小
中
学
生
へ
の
伝

承
・
後
継
者
育
成
に
も
尽
力

し
、
地
域
文
化
の
推
進
力
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

教
育
文
化
奨
励
賞

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
篠
山

国
際
理
解
セ
ン
タ
ー（
篠
山
市
）

１
９
９
５
年
に
丹
南
国
際
理

解
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
以

来
、
地
域
在
住
の
外
国
人
及
び

子
ど
も
た
ち
へ
の
生
活
支
援
や

学
習
支
援
に
献
身
的
に
と
り
く

む
。急
増
す
る
外
国
人
労
働
者
、

そ
の
家
族
と
も
に
日
本
語
理
解

が
十
分
で
な
い
状
況
の
中
、
生

活
支
援
、
生
活
・
文
化
・
習
慣

面
で
の
支
援
、
精
神
面
で
の
支

援
に
加
え
、
外
国
人
と
の
共
生

の
視
点
に
立
っ
た
地
域
住
民
の

意
識
改
革
を
め
ざ
す
国
際
理
解

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
輝
く 

さ
ら
な
る
兵
庫
の
教
育
の
創
造
を
め
ざ
し
て

ふ
れ
あ
い
、
語
り
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

11
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

の
２
日
間
、
篠
山
市
で
第
59
次

兵
庫
県
教
育
研
究
集
会
「
ひ
ょ

う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
た
。
教
職
員
、
退

職
教
職
員
、子
ど
も
、保
護
者
・

働
く
仲
間
・
地
域
の
方
々
な

ど
、
の
べ
５
，
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
に
よ
り
、
地
元
の
小
中
学
校

で
は
学
級
閉
鎖
が
相
次
い
で
い

る
最
中
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
13
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

「
子
ど
も
と
親
の
劇
場
」
劇
団

道
化
座
に
よ
る
「
ス
ー
ホ
の
白

い
馬
」
の
公
演
と
全
体
会
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
予
定
の

「
篠
山
少

年
少
女
合

唱
団
」
の

合
唱
は
、

残
念
な
が

ら
中
止
と

な
っ
た
。

し
か
し

な
が
ら
、

篠
山
市
立

丹
南
中
学

校
・
味
間

小
学
校
を

会
場
に
、

分
科
会
や

展
示
・
体

験

コ

ー

ナ
ー
、
ス

テ
ー
ジ
発

表
な
ど
が

お
こ
な
わ

れ
、
子
ど

も
、
保
護

者
・
地
域

の
方
々
の

参
加
は
、
の
べ
７
５
０
人
を
超

え
る
も
の
と
な
っ
た
。

今
次
県
教
研
集
会
で
は
、
メ

イ
ン
・
テ
ー
マ
を
「
い
き
る 

つ
な
が
る 

み
ち
ひ
ら
く 

～
自

立
と
連
帯
・
共
生
の
学
び
と
教

育
～
」
と
、
14
年
ぶ
り
に
見
直

し

た
。

こ

の

テ
ー
マ
に
は
、

「
大
震
災
に
学

ぶ
教
育
」
の
と

り
く
み
を
基
盤

と
し
て
、
生
き

る
力
を
育
み
、

共
に
生
き
る
社

会
を
具
現
化

し
、
子
ど
も
が

夢
を
持
て
る
教

育
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う

私
た
ち
の
強
い
願
い
と
決
意
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

全
体
会
の
来
賓
と
し
て
、
連

合
兵
庫
森
本
洋
平
会
長
、
井
戸

敏
三
兵
庫
県
知
事
、
大
西
孝
兵

庫
県
教
育
長
、
酒
井
隆
明
篠
山

私
た
ち
大
人
に
は
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
間

的
成
長
を
豊
か
に
育
み
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希

望
が
持
て
る
よ
う
な
社
会
を

つ
く
る
責
任
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
「
学
び
の
場
」
で

あ
り
「
育
ち
の
場
」
で
あ
る
、

家
庭
や
地
域
社
会
と
学
校
教

育
が
連
携
を
築
き
な
が
ら
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

一
番
大
切
だ
。

し
か
し
、
若
い
世
代
の
親
た

ち
は
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
す

る
場
所
や
機
会
も
な
く
疲
れ
果

て
て
い
た
り
、
学
校
の
教
職
員

に
も
子
ど
も
や
保
護
者
と
の
対

応
や
多
忙
化
の
中
で
、
心
身
を

消
耗
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

事
例
が
激
増
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど

も
た
ち
や
大
人
た
ち
が
お
互
い

に
孤
立
化
・
孤
独
化
し
て
い
る

反
映
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
連

帯
や
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
現
状
を
表
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
い
き
る 

つ

な
が
る 

み
ち
ひ
ら
く
」
た
め

に
、
心
合
わ
せ
・
力
あ
わ
せ
が

必
要
な
ん
だ
と
考
え
る
。
ま
ず

お
互
い
の
顔
合
わ
せ
の
場
を
こ

こ
に
提
供
で
き
た
こ
と
を
、
私

た
ち
は
本
当
に
嬉
し
く
思
う
。

こ
の
県
教
研
は
、
私
た
ち

の
自
主
的
・
創
造
的
な
教
育

研
究
活
動
と
し
て
59
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
。
そ
の
成

果
は
兵
庫
県
の
教
育
の
充

実
・
発
展
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
き
た
と
確
信
し
て

い
る
。

「
教
育
は
未
来
へ
の
先
行

投
資
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

今
次
教
育
研
究
集
会
が
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
権
利
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
最
善

の
利
益
を
目
指
し
て
、
語
り

合
い
、
学
び
合
い
、
交
流
を

深
め
ら
れ
れ
ば
、
主
催
者
と

し
て
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
。
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
が
輝
く
、
さ
ら
な
る
兵

庫
の
教
育
の
創
造
を
め
ざ
し

て
い
こ
う
。

市
長
、
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

岡
部
喜
久
男
会
長
が
出
席
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
第
30
回
「
兵
庫
県

教
職
員
組
合
文
化
賞
」
の
発
表

と
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
た
。（
別

項
掲
載
）

記
念
講
演
で
は
、
玄
田
有
史

さ
ん
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
教
授
）
を
講
師
に
、「
子

ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
未
来
の

た
め
に
～
希
望
と
教
育
～
」
と

題
し
た
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

た
。（
裏
面
要
旨
掲
載
）

午
後
か
ら
の
分
科
会
で
は
、

教
職
員
か
ら
３
６
０
本
の
リ

ポ
ー
ト
、
地
域
や
保
護
者
か
ら

第59次県教研

第
30
回
「
兵
庫
県
教
職
員
組
合
文
化
賞
」
受
賞
者

ひょうご教育フェスティバル
いきる つながる みちひらく

～自立と連帯・共生の学びと教育～

主
催
者
あ
い
さ
つ

山
名
幸
一
執
行
委
員
長

選出された第59次日教組全国教研 リポーター一覧

No. 分科会名 名前 支部

1 日本語教育（Ａ 作文・話しことば） 江口敬子 芦屋

2 外国語教育 南志乃婦 津名

4 数学教育 牛島敏雄 三美

5 理科教育 足立浩基 氷上

6 美術教育 平出正次 氷上

7 音楽教育 川口　恵 氷上

8 家庭科教育 谷口美穂 揖龍

9A 保健・体育（保健） 織田明美 津名

9B 保健・体育（体育） 青木敢也 加小

10 技術・職業教育 大森　敏 加小

11A 自治的諸活動と生活指導 ( 小 ) 小坂江美 姫路

11B 自治的諸活動と生活指導 ( 中 ) 伊勢幸弘 佐用

12 幼年期の教育と保育問題 棚橋牧子 西宮

13 人権教育 會澤寿之 西宮

14 障害児教育 比嘉美智子・古武家育子 芦屋

15 国際連帯の教育 木場直子 三原

16 両性の自立と平等をめざす教育 廣瀬弥生 宍粟

17A 環境・公害・食教育（環境・公害） 伊藤文雄 川西

17B 環境・公害・食教育（食教育） 今西敏美 三田

18 平和教育 坂本研二 津名

19A 情報（学校・地域の文化活動） 井平公章 宍粟

19B 情報化社会の教育・学校図書館 丸山由希子 加小

20 高等教育・選抜制度と 進路保障 中下　靖・濱田篤則 宝塚

21 カリキュラムづくりと評価 井岡徳子 加小

21Ａ 民主的な学校づくり 深谷弘志 津名

22B ＰＴＡ・地域の連携 吉田智美 揖龍

22C 過密・過疎・へき地 西羅英理 多紀

23 教育条件整備の運動 安田　正 伊丹

24A 総合学習（ものづくり・生活・環境） 横山桂子 佐用

24B 総合学習（人権・平和の視点から） 細畠房代 津名

神戸市本山第三小学校五年　川端　浩平（こどもの詩と絵　第29集より）

子どもたちの力強い太鼓の音と声が響いた、丹波篠山真南風・なんくるないさぁ with 和田中学

校によるエイサー。（11月14日、味間小体育館にて）

教育ひょうごNo1754.indd   1 2009/12/02   16:10:55



2009年11月21日（土） 第1754号 （ 2 ）（第三種郵便物認可）

不
安
が
募
る
「
大
丈
夫
？
」

な
ぜ
今
は
「
希
望
」
が
な
い

と
言
わ
れ
る
の
か
。
そ
も
そ
も

希
望
と
は
何
か
、
05
年
か
ら
東

京
大
学
の
研
究
所
の
中
で
「
希

望
学
」
を
始
め
た
。
そ
の
中
で

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
え
た
事
や

考
え
た
こ
と
を
話
し
た
い
。

宇
多
田
ヒ
カ
ル
が
「
絶
望
の

反
対
は
、
希
望
で
は
な
く
ユ
ー

モ
ア
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た

と
い
う
噂
話
が
あ
る
。「
ユ
ー

モ
ア
」
を
新
明
解
国
語
辞
典
で

調
べ
る
と
、「
社
会
生
活
（
人

間
関
係
）
に
お
け
る
不
要
な
緊

迫
を
和
ら
げ
る
の
に
役
立
つ
、

婉
曲
表
現
に
よ
る
お
か
し
み
」

と
あ
り
、
い
い
な
と
思
っ
た
。

近
頃
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
心
が
苦
し
く
な
る
人
は
頑

張
り
屋
さ
ん
が
多
く
、「
頑
張

れ
」
と
言
う
と
、
も
っ
と
苦
し

い
状
況
に
追
い
込
ん
で
し
ま

う
。
も
う
一
つ
、
案
外
心
が
緊

迫
す
る
「
大
丈
夫
？
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
今
、
若
者
た
ち

は
「
大
丈
夫
？
」
と
聞
か
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
な
気
が
す

る
。
経
済
不
況
、
少
子
高
齢
化

や
財
政
難
や
年
金
、
上
手
な
人

「子どもたちのゆたかな未来のために」
～ 希望と教育 ～
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か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。

私
は
「
小
学
校
や
幼
稚
園
で
習

う
こ
と
は
大
事
だ
っ
た
り
す
る

が
、
大
学
、
高
校
、
中
学
、
小

学
校
の
順
に
役
立
た
な
い
こ
と

を
勉
強
し
て
い
る
。
け
れ
ど
、

そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
答
え
た
。
勉
強
と
は
、「
分

か
ら
な
い
こ
と
に
慣
れ
る
練

習
」
で
あ
り
、「
分
か
ら
な
い

こ
と
か
ら
逃
げ
出
さ
な
い
練

習
」
だ
と
。

「
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」

学
校
に

は

大

抵

「
あ
い
さ

つ
を
し
ま

し
ょ
う
」

と
貼
っ
て

あ
る
。
挨

拶
は
気
持

ち
が
い
い

と
か
エ
チ

ケ
ッ
ト
と

い
う
面
も

あ

る

が
、

自
分
の
身

を
守
る
た

め
で
は
な

い
か
。「
有

難
う
」
は

有
る
こ
と

が
難
し
い

と

書

き
、

め
っ
た
に

な
い
す
ご

い

こ

と
。

記

号

だ

と
、
大
丈

夫
だ
よ
！

の
「
！
」

マ
ー
ク
だ

と
思
う
。

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら

な
い
と
い
う
人
に
は
、
１
日
に

自
分
が
何
回「
有
難
う
」を
言
っ

て
い
る
か
数
え
、
そ
の
倍
は
言

う
練
習
を
す
る
。
そ
の
う
ち
に

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た

り
す
る
。
や
り
た
い
事
や
や
る

べ
き
事
の
チ
ャ
ン
ス
は
意
外
に

落
ち
て
い
る
も
の
だ
。
問
題
は

そ
れ
に
気
付
く
か
ど
う
か
だ
。

い
酸
い
、
特
に
は
い
ろ
ん
な
修

羅
場
を
経
た
「
経
験
の
宝
庫
」。

そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
お
守

り
を
見
つ
け
、
い
ろ
ん
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
が
出
て

く
れ
ば
、
人
を
応
援
す
る
い
い

社
会
で
は
な
い
か
。
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
人
を
ち
ゃ
ん
と
応

援
し
て
い
る
人
に
は
、
い
ろ
ん

な
形
で
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
。

人
を
支
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
な
い
所
に
、
支
え
ら
れ
る
と

い
う
関
係
も
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。

兵
庫
の
中
で
「
こ
う
い
う
こ

と
を
す
れ
ば
大
丈
夫
！
」
と
い

う
珠
玉
の
宝
を
集
め
、
折
に
触

れ
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
し
ん
ど
い
事
も
多

か
っ
た
け
れ
ど
、
ま
ん
ざ
ら
で

も
な
か
っ
た
と
思
え
れ
ば
幸
せ

で
は
な
い
か
。「
苦
し
か
っ
た

時
、
こ
う
す
れ
ば
大
丈
夫
だ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
を
「
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
や
り
た
い
」
と

大
人
が
思
う
よ
う
に
な
れ
ば
、

社
会
は
捨
て
た
も
ん
で
は
な
い

と
い
う
希
望
を
つ
く
れ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

「
希
望
」
の
４
つ
の
柱

自
分
自
身
に
希
望
が
持
て
な

い
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
う
す
れ

ば
希
望
が
持
て
る
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。「H

ope is a 
w

ish 
for 

som
ething 

to 
com

e turu by action.
」
希

望
に
は
、
①
強
い
思
い
。
②
具

体
的
な
何
か
。
③
実
現
に
向
け

た
道
筋
や
段
取
り
。
④
行
動
。

の
柱
が
あ
り
、
希
望
が
持
て
な

い
人
は
、
こ
の
４
つ
の
う
ち
の

何
か
が
欠
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
自
分
に
何
が
足
り
な

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

繰
り
返
し
言
う
こ
と
で
子
ど

も
は
分
か
る
。
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
で
も
、「
挨
拶
を
し

よ
う
」「
有
難
う
」
は
大
事
だ

と
言
わ
れ
る
。
親
に
、
先
生
に
、

地
域
の
人
に
言
わ
れ
れ
る
こ
と

で
、
や
っ
ぱ
り
大
事
な
ん
だ
と

初
め
て
腑
に
落
ち
る
。
こ
れ
が

地
域
の
教
育
力
の
す
ご
さ
だ
。

そ
こ
で
、
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
の
時
に
地
域
の
人
に

何
を
お
願
い
す
る
か
を
先
生
に

聞
い
た
。
す
る
と
、「
子
ど
も

た
ち
は
も
の
す
ご
く
緊
張
し
て

失
敗
も
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時

は
叱
っ
て
く
だ
さ
い
。一
方
で
、

成
長
し
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
言

葉
で
も
目
で
も
い
い
の
で
褒
め

て
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
う
。

こ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
す
ご

く
自
信
に
な
る
よ
う
だ
。
人
が

繋
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う

い
っ
た
目
で
の
納
得
や
共
感
さ

れ
る
こ
と
が
励
み
に
な
り
、
自

分
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
あ
る
先
生
は
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
10
年
経

ち
マ
ン
ネ
リ
に
も
な
る
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経

験
で
永
遠
に
未
完
成
だ
」
と

言
っ
た
。
教
育
と
は
、
こ
う
す

れ
ば
必
ず
う
ま
く
い
く
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
分
か

ら
な
い
事
の
連
続
だ
。
そ
の
中

で
、
分
か
り
た
い
と
か
分
か
ら

な
い
な
り
に
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
事
が
と
て
も
大
切
な
気
が

す
る
。

「
ま
ん
ざ
ら
じ
ゃ
な
い
」
社
会

最
近
、
希
望
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら「
ま
ん
ざ
ら
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
言
葉
だ
と

思
っ
た
。
し
ん
ど
い
事
や
辛
い

事
の
方
が
多
い
が
、
そ
の
中
で

も
悪
く
は
な
く
、
何
と
な
く

ユ
ー
モ
ア
感
が
あ
る
。
た
と
え

１
勝
14
敗
で
も
ま
ん
ざ
ら
じ
ゃ

な
か
っ
た
と
言
え
る
可
能
性
が

有
る
。

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
高
齢
化
社
会
は
、
人
生
の
甘

い
か
を
考
え
、
そ
れ
を
一
つ
ひ

と
つ
埋
め
て
い
く
。
そ
う
す
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
自

分
の
希
望
を
ち
ゃ
ん
と
見
つ
け

て
い
く
だ
ろ
う
。
希
望
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
人
生
で
非
常
に

苦
し
い
こ
と
を
経
験
し
て
き
た

人
も
多
い
。
苦
し
い
経
験
が
か

え
っ
て
糧
に
な
り
、
人
生
を
振

り
返
る
と
「
無
駄
な
も
の
な
ん

て
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
損
得

勘
定
で
無
駄
な
く
や
っ
て
行
く

と
、
希
望
と
い
う
も
の
が
や
せ

細
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
る
。

「
行
動
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
す

る
人
の
方
が
、
結
局
、
希
望
に

は
出
会
い
や
す
い
よ
う
だ
。

大
事
な
こ
と
は
、
希
望
と
い

う
自
分
の
物
語
を
自
分
で
育
ん

で
い
く
こ
と
。
希
望
は
時
に
は

失
望
に
変
わ
る
。
け
れ
ど
、
失

望
を
経
た
上
で
得
ら
れ
る
新
し

い
希
望
が
あ
る
。
そ
れ
が
希
望

を
育
ん
で
い
く
こ
と
だ
。
試
行

錯
誤
し
、右
往
左
往
し
な
が
ら
、

自
分
一
人
ひ
と
り
の
希
望
と
い

う
物
語
を
紡
い
で
い
く
こ
と

が
、「
人
生
ま
ん
ざ
ら
じ
ゃ
な

い
」と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
。

じ
た
ば
た
で
き
る
子
に

仕
事
が
な
い
、
お
金
が
な
い

大
変
な
時
代
だ
が
、
こ
の
社
会

の
絶
望
を
食
い
止
め
る
に
は

ユ
ー
モ
ア
が
大
切
な
の
で
は
な

い
か
。
不
要
な
緊
迫
を
高
め
る

よ
う
な
話
題
が
多
い
中
で
、「
大

丈
夫
だ
よ
！
」
と
、
む
し
ろ
そ

う
い
う
言
葉
を
一
人
ひ
と
り
の

大
人
が
考
え
て
投
げ
か
け
て
い

く
。
そ
し
て
大
き
な
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
時
の
経
験
を
伝
え
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
た
だ
そ
こ

で
う
ろ
う
ろ
し
て
、
じ
た
ば
た

し
て
い
い
と
、
そ
れ
が
大
事
な

ん
だ
と
。
分
か
ら
な
い
こ
と
か

ら
逃
げ
出
さ
な
い
、
分
か
ら
な

い
こ
と
に
じ
た
ば
た
で
き
る
子

ど
も
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
の
中
に
、
学
校
教
育

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Hope is a wish for something to come turu by action.

希望とは具体的な何かを行動によって実現する強い思い

づ
き
あ
い
な
ど
、
若
い
人
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
て
い

る
。私

は
、
引
き
こ
も
り
と
か

ニ
ー
ト
と
か
、
ち
ょ
っ
と
生
き

る
こ
と
が
し
ん
ど
い
若
者
た
ち

の
こ
と
を
考
え
た
り
、
話
を
し

た
り
し
て
き
た
。
彼
ら
は
共
通

し
て
「
大
丈
夫
？
」
と
は
言
わ

れ
て
も
、
肯
定
的
な
「
大
丈

夫
！
」
を
言
わ
れ
て
お
ら
ず
、

不
安
が
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

ル
と
は
「
聴
く
力
」

大
学
生
に
「
就
職
活
動
で
何

が
必
要
か
」
を
聞
く
と
、
相
手

に
言
い
た
い
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
い
筋
道
を
立
て
論
理
的
に

話
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
キ
ル
」
で
あ
り
、
論
理

的
思
考
力
の
「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ

ン
キ
ン
グ
」
と
答
え
た
。
し
か

し
、
企
業
側
に
聞
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
は
、

「
聴
く
力
」
の
方
が
大
事
な
の

で
は
な
い
か
と
言
う
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
キ
ル
」
と
は
、
ま
ず
聴
く
姿

勢
。
そ
し
て
、
話
し
て
い
る
こ

と
に
う
な
ず
き
、
ご
く
た
ま
に

ち
ょ
っ
と
だ
け
首
を
振
る
。
こ

れ
は
一
生
懸
命
聴
い
て
い
る
と

い
う
意
思
表
示
に
な
る
。
人
づ

き
あ
い
は
、
ど
ん
な
時
代
で
も

決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
い
。

難
し
い
事
を
言
い
過
ぎ
ず
、
自

分
た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

実
践
し
て
見
せ
な
が
ら
、「
大

丈
夫
だ
よ
！
」
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

「
勉
強
の
意
味
と
は
？
」

講
演
で
、
中
学
生
か
ら
「
勉

強
に
何
の
意
味
が
あ
り
、
学
校

で
習
う
こ
と
が
役
に
立
つ
の

参加者の笑顔が絶えない、ユーモアにあふれた玄田さんによる講演会場は満席の状態だった。

（11月14日、丹南中体育館にて）
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